


　

　

１．九州４地区合同公共イメージ向上事業のご報告と御礼

　　事前に一部クラブから寄付　　246,000円

　　バザー売り上げ　　　　　　　368,897円

　　街頭募金　　　　　　　　　　186,191円

　　　　　　　合　計　　　　　　801,088円

　　九州４地区合同公共イメージ向上事業として開催され

た、名古屋東ロータリークラブ会員のホシザキ株式会

社の坂本精志会長の基調講演を視聴することができ

ます。詳しくは文書を回覧しますのでご覧ください。

２．ガバナー月信を各テーブルに置いておりますので

テーブルごとに回覧してください。

３．シンガポール国際大会のご案内（回覧）

　

　

2023－24年度　第９回理事会　11月７日

馬場　山本　永田　佐藤信　麻生　福田　橋本均　川野

オブザーバー(会費検討委員会より)　髙山　徳高　木村

＜議題＞

　１．大分ＲＣホームページについて

　　①　現在のホームページについて

　　②　新規ホームページの目的

　　③　予算

　　　→まずは現在の活用状況などを調査してから再検

　　　　討する

　２．インターネットバンキング導入について

　　　（佐藤副幹事より現状と改善点の説明）

　　　インターネットバンキング導入にあたって、下記

３点を会計監査委員が定期的に確認することとする。

　　①　会長・幹事・会計が承認印を押した請求書

　　②　インターネットバンキングでの振込控え

　　③　通帳のコピー

　　　また、セキュリティ対策として、ワンタイムパス

ワードを生成するツール（カメラ付きトークン）

を会員用と事務局用に２個持つ。（会員が管理す

るトークンの方に上位の権限を設定する）

　　　　　　　　　　　　　　　　→導入について承認

３．その他

　　・地区委員への推薦について

　　　　尾野文俊会員　　地区から公共イメージ委員会

　　　　　　　　　　　　委員への推薦依頼

　　　→大分ＲＣから尾野会員を地区の公共イメージ委

　　　　員会委員に推薦する

　

　

〇国際ロータリー九州４地区合同 公共イメージ向上事

業報告

≪青少年奉仕部門≫

　　　　　　　　　青少年奉仕委員会  西野　誠委員長

　「国際ロータリー九州４地区合同公共イメージ向上事

業」が10月28日土曜日に開催されましたが、青少年奉仕

部門としては、大分ＲＣ提唱クラブである「大分東明高

等学校インターアクトクラブ」顧問＋インターアクト生

＝合計11名が「ポリオ根絶募金活動」に参加頂きました。

　インターアクト生は、顧問の先生とともに「ガレリア

竹町ドーム広場歩行者天国前」で５名ずつ２列に分かれ

て「行動しよう！ポリオ根絶募金にご協力よろしくお願

いします！」と元気よく声をかけ、多くの方々が募金を

されていました。

　また、開会式の際には、他クラブの方がカナダからの

交換留学生を大分東明高等学校インターアクト生に紹介

⇒留学生との交流の機会を頂き、募金活動以外にもイン

ターアクト生にとって有意義な時間を過ごすことができ

ました。

　インターアクト生のみなさんが明るく純粋な気持ちで、

一生懸命頑張って活動している姿を見て清々しさを感じ

るとともに、これからも大分ＲＣとして応援しなければ

という気持ちになりました。

以  上

　

　

2023－2024年度大分ＲＣファンド奨学生のペレラ　ガル

ヘーナゲ　ウィヌリ　ウデーシさんとキム　ジュソンさ

んへ馬場会長から奨学金が贈呈され、お二人から近況報

告をしていただきました。

　

　

“ＬＮＧの役割と当社の概況”

　　　大分エル・エヌ・ジー株式会社　代表取締役社長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須藤　≒会員

　本日は、「ＬＮＧとは何か」から始まり、ここ数年の

当社の状況やＬＮＧを取り巻くエネルギー情勢について

お話いたします。

　ＬＮＧは、地下に堆積した生物の死骸が微生物の分解

作用により生成された天然ガスを、－162℃に冷却して

液化したものです。特徴として、ＬＮＧを燃焼した場合、

二酸化炭素の排出量が石炭や石油より少なく、また硫黄

分が含まれないためクリーンなエネルギーと言われてま

す。また液化することで体積が１/600になり大量貯蔵と

輸送に適しており、豪州をはじめとした海外から輸入し

ており、2022年度は約202万トンの受入を行いました。

　次に当社の概要説明を致します。九州電力㈱新大分発

電所へのＬＮＧ供給を目的として1990年に運開してます。

その後1992年に都市ガスとして大分瓦斯㈱への供給、ま

た2006年からタンクローリー車により化学や食品工場、

今年度からは船舶燃料としてフェリーさんふらわあへの

供給を開始しました。基地の設備概要ですが、ＬＮＧタ

ンクを５基保有し46万受入が可能です。受入量の推移

は徐々に増え続け、東日本大震災による原子力発電所の

停止時は需要が急増しましたが、直近では200万トン前

後で推移している状況です。次に安全確保への取組と

して大地震を想定した基地の評価と対策を行いました。

震度７の地震ではＬＮＧタンクを含め基地の大部分は

被害を受けない評価となりましたが、一部配管の耐震

補強やケーブルの地上化を行いました。津波想定は

1.57ｍ（大分平均水面を基準）に対し、基地の敷地高

さは3.2ｍであり大部分は浸水しません。また外部電源

喪失を想定し、非常用電源用の燃料タンクを増設しま

した。

　次にエネルギー情勢を説明します。1970年代の石油

ショックによる石油価格高騰からＬＮＧへの転換は加速

されていきますが、現在はエネルギー政策が見直され、

直近では太陽光など再生可能エネルギーが開発されてい

ます。九州は地形から太陽光の普及率は高く推移してま

すが、天候により発電量が変動します。この変動に対応

する発電所が起動発停が早い特徴がある新大分発電所に

なり、今後も重要な発電拠点になります。

　最後に今後の課題を説明します。カーボンニュートラ

ルに向けて世界的に水素の活用がクローズアップされて

います。海外で大量生産した安価な水素を安く輸入する

ことが今後の課題です。輸送コストを抑えるため液体に

して運ぶ必要があり、その手段としては液化水素・アン

モニア・ＭＣＨ（メチルシクロヘキセン)・ｅ-メタン

（水素と二酸化炭素を結合）などが考えられてます。当

社では既存技術及び既存設備の利用が可能なe-メタンに

興味を持っております。ｅ-メタンを使用することで、

都市ガスを利用するガス需要家・一般家庭の皆様が

カーボンニュートラルに参画可能となります。大分エ

ル・エヌ・ジー株式会社は、今後とも安全に安定した

天然ガスの供給に努めるとともに、カーボンニュート

ラルへ貢献したいと考えています。

　

　

◆第２グループ　　11/28　18：30～「婆皿よしたけ」

　リ ー ダ ー　　永田　悠三郎

　カウンセラー　　橋本　均

　幹　　　　事　　徳高　康弘

　メ ン バ ー　　大多和　繁孝　　森若　利幸

　　　　　　　　　甲斐　友邦

◆第３グループ　　11/29　18：30～

　　　　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー

　　　　　　　　　20Ｆ「オーキッド」

　リ ー ダ ー　　岩尾　久一

　カウンセラー　　阿部　成善

　幹　　　　事　　松本　淳也

　メ ン バ ー　　佐藤　信彦　　尾野　文俊

◆第６グループ　　11/28　18：30～（場所は調整中)

　リ ー ダ ー　　岡本　浩幸

　カウンセラー　　橋本　仁

　幹　　　　事　　武下　豊

　メ ン バ ー　　大重　誠也　　荻原　哲

◆第７グループ　　11/21　18：30～

　　　　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー

　　　　　　　　　２Ｆ「折鶴」

　リ ー ダ ー　　小野　日出明

　カウンセラー　　鈴木　宗嚴

　幹　　　　事　　間瀬　哲也

　メ ン バ ー　　馬場　ヒロ子　　澤田　清

　　　　　　　　　西野　誠　　　　吉野　敏成

　　　　　　　　　緒方　正朋　　　栗山　嘉文

●馬場　ヒロ子会員（３口）

　10月28日(土曜日)、「2023～2024年度九州４地区合同

公共イメージ向上事業」の一環として、ポリオ根絶のた

めの募金活動とバザーを行いました。公共イメージ委員

会の尾野委員長と青少年奉仕委員会の西野委員長をはじ

めとする会員の皆様のおかげで、大盛況のうちに終える

ことができました。85万円の売上と募金が集まり、それ

にパストガバナーたちからの15万円の募金を合わせて、

約100万円の募金額となる予定です。皆様のご協力に心

より感謝申し上げます。

●尾野　文俊会員（２口）

　10月28日　九州４地区合同公共イメージ向上事業で、

2720地区「慈善市2720」にご協力頂きありがとうござい

ました。

　多くのバザー商品の提供と当日の販売係を担当してい

ただいた、馬場会長、永田幹事、佐藤副幹事、西野会員、

松井会員、船津会員、間瀬会員、仲摩副委員長の妹の仲

摩朋子さん、ありがとうございました。

　2000点を超えるバザー商品はまたたく間に売れてしま

いました。また、歩行者天国や竹町での募金活動もとて

も活発に行われました。夜の懇親会での報告では全て合

計すると85万円ものポリオ募金になったそうです。

　今回のバザーで驚いたことがありました。それは馬場

会長の新しい能力です。生活する商品から高級なモノま

でお買い物が大好きな馬場会長ですが、バザー商品を見

ているお客の目線や手に取る商品をじっと観察しながら

好みを見つけ的確なアドバイスをしながらたくさんの商

品を購入させる・・すごい物販販売の秘技を持っていま

した。ご本人もこんな才能があるとは知らなかったそう

です。

　そのようなこともありみなさんと楽しみながら公共イ

メージ向上活動を行えました。

　ということでニコボックスを２口お願いします。

●須藤　∫会員（３口）

　先週は、川内ロータリークラブ第3333回例会に参加し

てきました。元会員の方も多数出席されており、とても

楽しい時間をすごすことができました。

　本日は会員卓話の機会を設けていただき、ありがとう

ございました。

●11月創業記念日の会員です。益々のご発展をお祈りい

　たします（５口）

　麻生　益直会員　八鹿酒造㈱　　　元治元年

　木村　浩樹会員　大分信用金庫　　大正11年

　栗山　嘉文会員　大分共同火力㈱　昭和44年

■11月23日(木・祝)　第32回大分市内９ＲＣ合同親睦ゴ

　ルフ大会

　8：00　IN／OUTスタート

　大分竹中カントリークラブ

　岩尾、三笘、小野、岡本、杉原、佐藤信、澤田、須藤、

　髙山、山本

■11月25日～26日　RID2720RA第39回年次大会

　13：00～　KUMAMoTo B.９

　西野青少年奉仕委員長

　

　

11月21日　定款第７条第１節に基づく休会

11月28日　間瀬会員卓話

12月５日　年次総会（全員協議会）

12月12日　クリスマス家族例会

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー３階

　　　　　　紅梅の間

　　　　　　18：30点鐘～例会行事～クリスマス会

12月19日　栗山会員卓話

12月26日　定款第７条第１節に基づく休会

2024年

１月２日　定款第７条第１節に基づく休会

１月10日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/９の繰下げ）

１月16日　ファンド奨学生卓話

１月23日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み発表

１月30日　佐野会員卓話

２月６日　通常例会

２月13日　定款第７条第１節に基づく休会

２月20日　定款第７条第１節に基づく休会

２月27日　通常例会

３月５日　通常例会

３月12日　夜間例会　18：30点鐘

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー３階

　　　　　　紅梅の間

３月19日　定款第７条第１節に基づく休会

３月26日　通常例会

お　知　ら　せ 新 会 員 紹 介

例　会　予　定

ニコボックス 徳高Ｓ.Ａ.Ａ.

幹　事　報　告

理 事 会 報 告

委 員 会 報 告

永田幹事

ファンド奨学生へ奨学金贈呈

卓　　　　　話

家　庭　集　会 11月14日 15時現在

事務局よりお願い

例会中に委員会報告やその他発表をされた場合

は、週報作成の都合上、必ず翌日午前中までに

原稿を事務局までメール送信ください。

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊12月12日号

仲　摩　和　雄11月28日号

船　津　英　嗣12月５日号

両 築 別 邸

大 分 東 ト キ ハ 会 館11/16(木)

大 分 東 ト キ ハ 会 館11/30(木)

大分1985 ト キ ハ 会 館11/20(月)

大分1985 ト キ ハ 会 館

別　　府 11/17(金)

11/15(水)大分城西 ホテル日航大分オアシスタワー

11/27(月)
大分臨海 ホテル日航大分オアシスタワー

週報編集担当者

氏　　　　　名

職　業　分　類

所 属 委 員 会

勤　　務　　先

役　　職　　名

所　　在　　地

勤 務 先 電 話

勤務先ＦＡＸ

創(開)業年月日

趣　　　　　味

推　薦　会　員

小手川　大　助（1951年生まれ）

大学

職業奉仕委員会　委員

大分県立芸術文化短期大学

理事長・学長

大分市上野丘東１－11

097－545－0542

097－545－0543

昭和36年4月1日

グルメ、ワイン、スポーツ一般

橋本　均会員

こ て がわ だい すけ
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んへ馬場会長から奨学金が贈呈され、お二人から近況報

告をしていただきました。

　

　

“ＬＮＧの役割と当社の概況”

　　　大分エル・エヌ・ジー株式会社　代表取締役社長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須藤　≒会員

　本日は、「ＬＮＧとは何か」から始まり、ここ数年の

当社の状況やＬＮＧを取り巻くエネルギー情勢について

お話いたします。

　ＬＮＧは、地下に堆積した生物の死骸が微生物の分解

作用により生成された天然ガスを、－162℃に冷却して

液化したものです。特徴として、ＬＮＧを燃焼した場合、

二酸化炭素の排出量が石炭や石油より少なく、また硫黄

分が含まれないためクリーンなエネルギーと言われてま

す。また液化することで体積が１/600になり大量貯蔵と

輸送に適しており、豪州をはじめとした海外から輸入し

ており、2022年度は約202万トンの受入を行いました。

　次に当社の概要説明を致します。九州電力㈱新大分発

電所へのＬＮＧ供給を目的として1990年に運開してます。

その後1992年に都市ガスとして大分瓦斯㈱への供給、ま

た2006年からタンクローリー車により化学や食品工場、

今年度からは船舶燃料としてフェリーさんふらわあへの

供給を開始しました。基地の設備概要ですが、ＬＮＧタ

ンクを５基保有し46万受入が可能です。受入量の推移

は徐々に増え続け、東日本大震災による原子力発電所の

停止時は需要が急増しましたが、直近では200万トン前

後で推移している状況です。次に安全確保への取組と

して大地震を想定した基地の評価と対策を行いました。

震度７の地震ではＬＮＧタンクを含め基地の大部分は

被害を受けない評価となりましたが、一部配管の耐震

補強やケーブルの地上化を行いました。津波想定は

1.57ｍ（大分平均水面を基準）に対し、基地の敷地高

さは3.2ｍであり大部分は浸水しません。また外部電源

喪失を想定し、非常用電源用の燃料タンクを増設しま

した。

　次にエネルギー情勢を説明します。1970年代の石油

ショックによる石油価格高騰からＬＮＧへの転換は加速

されていきますが、現在はエネルギー政策が見直され、

直近では太陽光など再生可能エネルギーが開発されてい

ます。九州は地形から太陽光の普及率は高く推移してま

すが、天候により発電量が変動します。この変動に対応

する発電所が起動発停が早い特徴がある新大分発電所に

なり、今後も重要な発電拠点になります。

　最後に今後の課題を説明します。カーボンニュートラ

ルに向けて世界的に水素の活用がクローズアップされて

います。海外で大量生産した安価な水素を安く輸入する

ことが今後の課題です。輸送コストを抑えるため液体に

して運ぶ必要があり、その手段としては液化水素・アン

モニア・ＭＣＨ（メチルシクロヘキセン)・ｅ-メタン

（水素と二酸化炭素を結合）などが考えられてます。当

社では既存技術及び既存設備の利用が可能なe-メタンに

興味を持っております。ｅ-メタンを使用することで、

都市ガスを利用するガス需要家・一般家庭の皆様が

カーボンニュートラルに参画可能となります。大分エ

ル・エヌ・ジー株式会社は、今後とも安全に安定した

天然ガスの供給に努めるとともに、カーボンニュート

ラルへ貢献したいと考えています。

　

　

◆第２グループ　　11/28　18：30～「婆皿よしたけ」

　リ ー ダ ー　　永田　悠三郎

　カウンセラー　　橋本　均

　幹　　　　事　　徳高　康弘

　メ ン バ ー　　大多和　繁孝　　森若　利幸

　　　　　　　　　甲斐　友邦

◆第３グループ　　11/29　18：30～

　　　　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー

　　　　　　　　　20Ｆ「オーキッド」

　リ ー ダ ー　　岩尾　久一

　カウンセラー　　阿部　成善

　幹　　　　事　　松本　淳也

　メ ン バ ー　　佐藤　信彦　　尾野　文俊

◆第６グループ　　11/28　18：30～（場所は調整中)

　リ ー ダ ー　　岡本　浩幸

　カウンセラー　　橋本　仁

　幹　　　　事　　武下　豊

　メ ン バ ー　　大重　誠也　　荻原　哲

◆第７グループ　　11/21　18：30～

　　　　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー

　　　　　　　　　２Ｆ「折鶴」

　リ ー ダ ー　　小野　日出明

　カウンセラー　　鈴木　宗嚴

　幹　　　　事　　間瀬　哲也

　メ ン バ ー　　馬場　ヒロ子　　澤田　清

　　　　　　　　　西野　誠　　　　吉野　敏成

　　　　　　　　　緒方　正朋　　　栗山　嘉文

●馬場　ヒロ子会員（３口）

　10月28日(土曜日)、「2023～2024年度九州４地区合同

公共イメージ向上事業」の一環として、ポリオ根絶のた

めの募金活動とバザーを行いました。公共イメージ委員

会の尾野委員長と青少年奉仕委員会の西野委員長をはじ

めとする会員の皆様のおかげで、大盛況のうちに終える

ことができました。85万円の売上と募金が集まり、それ

にパストガバナーたちからの15万円の募金を合わせて、

約100万円の募金額となる予定です。皆様のご協力に心

より感謝申し上げます。

●尾野　文俊会員（２口）

　10月28日　九州４地区合同公共イメージ向上事業で、

2720地区「慈善市2720」にご協力頂きありがとうござい
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も活発に行われました。夜の懇親会での報告では全て合
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　そのようなこともありみなさんと楽しみながら公共イ

メージ向上活動を行えました。

　ということでニコボックスを２口お願いします。

●須藤　∫会員（３口）

　先週は、川内ロータリークラブ第3333回例会に参加し
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●11月創業記念日の会員です。益々のご発展をお祈りい

　たします（５口）

　麻生　益直会員　八鹿酒造㈱　　　元治元年

　木村　浩樹会員　大分信用金庫　　大正11年

　栗山　嘉文会員　大分共同火力㈱　昭和44年

■11月23日(木・祝)　第32回大分市内９ＲＣ合同親睦ゴ

　ルフ大会

　8：00　IN／OUTスタート

　大分竹中カントリークラブ

　岩尾、三笘、小野、岡本、杉原、佐藤信、澤田、須藤、

　髙山、山本

■11月25日～26日　RID2720RA第39回年次大会

　13：00～　KUMAMoTo B.９

　西野青少年奉仕委員長

　

　

11月21日　定款第７条第１節に基づく休会

11月28日　間瀬会員卓話

12月５日　年次総会（全員協議会）

12月12日　クリスマス家族例会

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー３階

　　　　　　紅梅の間

　　　　　　18：30点鐘～例会行事～クリスマス会

12月19日　栗山会員卓話

12月26日　定款第７条第１節に基づく休会

2024年

１月２日　定款第７条第１節に基づく休会

１月10日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/９の繰下げ）

１月16日　ファンド奨学生卓話

１月23日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み発表

１月30日　佐野会員卓話

２月６日　通常例会

２月13日　定款第７条第１節に基づく休会

２月20日　定款第７条第１節に基づく休会

２月27日　通常例会

３月５日　通常例会

３月12日　夜間例会　18：30点鐘

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー３階

　　　　　　紅梅の間

３月19日　定款第７条第１節に基づく休会

３月26日　通常例会

お　知　ら　せ 新 会 員 紹 介

例　会　予　定

ニコボックス 徳高Ｓ.Ａ.Ａ.

幹　事　報　告

理 事 会 報 告

委 員 会 報 告

永田幹事

ファンド奨学生へ奨学金贈呈

卓　　　　　話

家　庭　集　会 11月14日 15時現在

事務局よりお願い

例会中に委員会報告やその他発表をされた場合

は、週報作成の都合上、必ず翌日午前中までに

原稿を事務局までメール送信ください。

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊12月12日号

仲　摩　和　雄11月28日号

船　津　英　嗣12月５日号

両 築 別 邸

大 分 東 ト キ ハ 会 館11/16(木)

大 分 東 ト キ ハ 会 館11/30(木)

大分1985 ト キ ハ 会 館11/20(月)

大分1985 ト キ ハ 会 館

別　　府 11/17(金)

11/15(水)大分城西 ホテル日航大分オアシスタワー

11/27(月)
大分臨海 ホテル日航大分オアシスタワー

週報編集担当者

氏　　　　　名

職　業　分　類

所 属 委 員 会

勤　　務　　先

役　　職　　名

所　　在　　地

勤 務 先 電 話

勤務先ＦＡＸ

創(開)業年月日

趣　　　　　味

推　薦　会　員

小手川　大　助（1951年生まれ）

大学

職業奉仕委員会　委員

大分県立芸術文化短期大学

理事長・学長

大分市上野丘東１－11

097－545－0542

097－545－0543

昭和36年4月1日

グルメ、ワイン、スポーツ一般

橋本　均会員

こ て がわ だい すけ



　

　

１．九州４地区合同公共イメージ向上事業のご報告と御礼

　　事前に一部クラブから寄付　　246,000円

　　バザー売り上げ　　　　　　　368,897円

　　街頭募金　　　　　　　　　　186,191円

　　　　　　　合　計　　　　　　801,088円

　　九州４地区合同公共イメージ向上事業として開催され

た、名古屋東ロータリークラブ会員のホシザキ株式会

社の坂本精志会長の基調講演を視聴することができ

ます。詳しくは文書を回覧しますのでご覧ください。

２．ガバナー月信を各テーブルに置いておりますので

テーブルごとに回覧してください。

３．シンガポール国際大会のご案内（回覧）

　

　

2023－24年度　第９回理事会　11月７日

馬場　山本　永田　佐藤信　麻生　福田　橋本均　川野

オブザーバー(会費検討委員会より)　髙山　徳高　木村

＜議題＞

　１．大分ＲＣホームページについて

　　①　現在のホームページについて

　　②　新規ホームページの目的

　　③　予算

　　　→まずは現在の活用状況などを調査してから再検

　　　　討する

　２．インターネットバンキング導入について

　　　（佐藤副幹事より現状と改善点の説明）

　　　インターネットバンキング導入にあたって、下記

３点を会計監査委員が定期的に確認することとする。

　　①　会長・幹事・会計が承認印を押した請求書

　　②　インターネットバンキングでの振込控え

　　③　通帳のコピー

　　　また、セキュリティ対策として、ワンタイムパス

ワードを生成するツール（カメラ付きトークン）

を会員用と事務局用に２個持つ。（会員が管理す

るトークンの方に上位の権限を設定する）

　　　　　　　　　　　　　　　　→導入について承認

３．その他

　　・地区委員への推薦について

　　　　尾野文俊会員　　地区から公共イメージ委員会

　　　　　　　　　　　　委員への推薦依頼

　　　→大分ＲＣから尾野会員を地区の公共イメージ委

　　　　員会委員に推薦する

　

　

〇国際ロータリー九州４地区合同 公共イメージ向上事

業報告

≪青少年奉仕部門≫

　　　　　　　　　青少年奉仕委員会  西野　誠委員長

　「国際ロータリー九州４地区合同公共イメージ向上事

業」が10月28日土曜日に開催されましたが、青少年奉仕

部門としては、大分ＲＣ提唱クラブである「大分東明高

等学校インターアクトクラブ」顧問＋インターアクト生

＝合計11名が「ポリオ根絶募金活動」に参加頂きました。

　インターアクト生は、顧問の先生とともに「ガレリア

竹町ドーム広場歩行者天国前」で５名ずつ２列に分かれ

て「行動しよう！ポリオ根絶募金にご協力よろしくお願

いします！」と元気よく声をかけ、多くの方々が募金を

されていました。

　また、開会式の際には、他クラブの方がカナダからの

交換留学生を大分東明高等学校インターアクト生に紹介

⇒留学生との交流の機会を頂き、募金活動以外にもイン

ターアクト生にとって有意義な時間を過ごすことができ

ました。

　インターアクト生のみなさんが明るく純粋な気持ちで、

一生懸命頑張って活動している姿を見て清々しさを感じ

るとともに、これからも大分ＲＣとして応援しなければ

という気持ちになりました。

以  上
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ラルへ貢献したいと考えています。

　

　

◆第２グループ　　11/28　18：30～「婆皿よしたけ」

　リ ー ダ ー　　永田　悠三郎

　カウンセラー　　橋本　均

　幹　　　　事　　徳高　康弘

　メ ン バ ー　　大多和　繁孝　　森若　利幸

　　　　　　　　　甲斐　友邦

◆第３グループ　　11/29　18：30～

　　　　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー

　　　　　　　　　20Ｆ「オーキッド」

　リ ー ダ ー　　岩尾　久一

　カウンセラー　　阿部　成善

　幹　　　　事　　松本　淳也

　メ ン バ ー　　佐藤　信彦　　尾野　文俊

◆第６グループ　　11/28　18：30～（場所は調整中)

　リ ー ダ ー　　岡本　浩幸

　カウンセラー　　橋本　仁

　幹　　　　事　　武下　豊

　メ ン バ ー　　大重　誠也　　荻原　哲

◆第７グループ　　11/21　18：30～

　　　　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー

　　　　　　　　　２Ｆ「折鶴」

　リ ー ダ ー　　小野　日出明

　カウンセラー　　鈴木　宗嚴

　幹　　　　事　　間瀬　哲也

　メ ン バ ー　　馬場　ヒロ子　　澤田　清

　　　　　　　　　西野　誠　　　　吉野　敏成

　　　　　　　　　緒方　正朋　　　栗山　嘉文

●馬場　ヒロ子会員（３口）

　10月28日(土曜日)、「2023～2024年度九州４地区合同

公共イメージ向上事業」の一環として、ポリオ根絶のた

めの募金活動とバザーを行いました。公共イメージ委員

会の尾野委員長と青少年奉仕委員会の西野委員長をはじ

めとする会員の皆様のおかげで、大盛況のうちに終える

ことができました。85万円の売上と募金が集まり、それ

にパストガバナーたちからの15万円の募金を合わせて、

約100万円の募金額となる予定です。皆様のご協力に心

より感謝申し上げます。

●尾野　文俊会員（２口）

　10月28日　九州４地区合同公共イメージ向上事業で、

2720地区「慈善市2720」にご協力頂きありがとうござい

ました。

　多くのバザー商品の提供と当日の販売係を担当してい

ただいた、馬場会長、永田幹事、佐藤副幹事、西野会員、

松井会員、船津会員、間瀬会員、仲摩副委員長の妹の仲

摩朋子さん、ありがとうございました。

　2000点を超えるバザー商品はまたたく間に売れてしま

いました。また、歩行者天国や竹町での募金活動もとて

も活発に行われました。夜の懇親会での報告では全て合

計すると85万円ものポリオ募金になったそうです。

　今回のバザーで驚いたことがありました。それは馬場

会長の新しい能力です。生活する商品から高級なモノま

でお買い物が大好きな馬場会長ですが、バザー商品を見

ているお客の目線や手に取る商品をじっと観察しながら

好みを見つけ的確なアドバイスをしながらたくさんの商

品を購入させる・・すごい物販販売の秘技を持っていま

した。ご本人もこんな才能があるとは知らなかったそう

です。

　そのようなこともありみなさんと楽しみながら公共イ

メージ向上活動を行えました。

　ということでニコボックスを２口お願いします。

●須藤　∫会員（３口）

　先週は、川内ロータリークラブ第3333回例会に参加し

てきました。元会員の方も多数出席されており、とても

楽しい時間をすごすことができました。

　本日は会員卓話の機会を設けていただき、ありがとう

ございました。

●11月創業記念日の会員です。益々のご発展をお祈りい

　たします（５口）

　麻生　益直会員　八鹿酒造㈱　　　元治元年

　木村　浩樹会員　大分信用金庫　　大正11年

　栗山　嘉文会員　大分共同火力㈱　昭和44年

■11月23日(木・祝)　第32回大分市内９ＲＣ合同親睦ゴ

　ルフ大会

　8：00　IN／OUTスタート

　大分竹中カントリークラブ

　岩尾、三笘、小野、岡本、杉原、佐藤信、澤田、須藤、

　髙山、山本

■11月25日～26日　RID2720RA第39回年次大会

　13：00～　KUMAMoTo B.９

　西野青少年奉仕委員長

　

　

11月21日　定款第７条第１節に基づく休会

11月28日　間瀬会員卓話

12月５日　年次総会（全員協議会）

12月12日　クリスマス家族例会

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー３階

　　　　　　紅梅の間

　　　　　　18：30点鐘～例会行事～クリスマス会

12月19日　栗山会員卓話

12月26日　定款第７条第１節に基づく休会

2024年

１月２日　定款第７条第１節に基づく休会

１月10日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/９の繰下げ）

１月16日　ファンド奨学生卓話

１月23日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み発表

１月30日　佐野会員卓話

２月６日　通常例会

２月13日　定款第７条第１節に基づく休会

２月20日　定款第７条第１節に基づく休会

２月27日　通常例会

３月５日　通常例会

３月12日　夜間例会　18：30点鐘

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー３階

　　　　　　紅梅の間

３月19日　定款第７条第１節に基づく休会

３月26日　通常例会

お　知　ら　せ 新 会 員 紹 介

例　会　予　定

ニコボックス 徳高Ｓ.Ａ.Ａ.

幹　事　報　告

理 事 会 報 告

委 員 会 報 告

永田幹事

ファンド奨学生へ奨学金贈呈

卓　　　　　話

家　庭　集　会 11月14日 15時現在

事務局よりお願い

例会中に委員会報告やその他発表をされた場合

は、週報作成の都合上、必ず翌日午前中までに

原稿を事務局までメール送信ください。

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊12月12日号

仲　摩　和　雄11月28日号

船　津　英　嗣12月５日号

両 築 別 邸

大 分 東 ト キ ハ 会 館11/16(木)

大 分 東 ト キ ハ 会 館11/30(木)

大分1985 ト キ ハ 会 館11/20(月)

大分1985 ト キ ハ 会 館

別　　府 11/17(金)

11/15(水)大分城西 ホテル日航大分オアシスタワー

11/27(月)
大分臨海 ホテル日航大分オアシスタワー

週報編集担当者

氏　　　　　名

職　業　分　類

所 属 委 員 会

勤　　務　　先

役　　職　　名

所　　在　　地

勤 務 先 電 話

勤務先ＦＡＸ

創(開)業年月日

趣　　　　　味

推　薦　会　員

小手川　大　助（1951年生まれ）

大学

職業奉仕委員会　委員

大分県立芸術文化短期大学

理事長・学長

大分市上野丘東１－11

097－545－0542

097－545－0543

昭和36年4月1日

グルメ、ワイン、スポーツ一般

橋本　均会員

こ て がわ だい すけ


